
防
災
関
連
単
元
一
覧
表
〔
中
学
校
・
教
科
別
〕
〈
災
害
や
防
災
を
直
接
的
に
扱
っ
て
い
る
単
元
に
は
★
を
付
し
、
指
導
例
を
掲
載
し
た
単
元
は
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
載
し
た
。〉

【
国
語
】

Ⅰ
【
学
ぶ
】
Ⅱ
【
考
え
・
動
く
】
Ⅲ
【
実
現
・
貢
献
】

【
社
会
（
地
理
）
】

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
光
村
図
書
１
情
報
の
集
め
方
を
知
ろ
う
(
60
～
64
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
空
を
見
上
げ
て
(7
3
～
7
7
)

震
災
を
通
じ
て
世
界
の
人々
が
言
葉
と
心
を
つ
な
ぎ
合
う
。
〔
指
導
例
⑭
〕

Ⅰ
Ⅲ

調
べ
た
こ
と
を
報
告
し
よ
う
(1
2
8～
1
32
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
話
題
や
方
向
を
捉
え
て
話
し
合
お
う
(
17
4
～
1
7
8)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
２
多
様
な
方
法
で
情
報
を
集
め
よ
う
(
3
4
～
3
8
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能
〔
指
導
例
⑮
〕

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

魅
力
的
な
提
案
を
し
よ
う
(
52
～
55
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
話
し
合
っ
て
考
え
を
広
げ
よ
う
(1
6
6～
1
70
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
根
拠
を
明
確
に
し
て
意
見
を
書
こ
う
(
17
2
～
1
7
5)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
小
さ
な
町
の
ラ
ジ
オ
発
臨
時
災
害
放
送
局
「
り
ん
ご
ラ
ジ

オ
」
(1
8
0
～
1
8
6
)

災
害
時
に
必
要
な
地
域
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
の
声
を
通
し
て
人々
の
思
い

を
届
け
る
。〔
指
導
例
⑯
〕

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

新
聞
記
事
を
比
べ
る
(
28
6
～
2
8
7
)

防
災
を
取
り
上
げ
た
記
事
を
教
材
化
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

３
社
会
と
の
関
わ
り
を
伝
え
よ
う
(3
6
～
4
0
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
「
想
い
の
リ
レ
ー
」
に
加
わ
ろ
う
(
58
～
6
2
)

災
害
時
等
に
お
け
る
情
報
発
信
の
意
義
と
注
意
点
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ

話
し
合
っ
て
提
案
を
ま
と
め
よ
う
(
16
8
～
1
72
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
こ
う
(1
7
4～
1
77
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅲ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)
内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
２
世
界
の
地
形
(
14
2
～
1
43
)

日
本
で
地
震
や
火
山
の
噴
火
が
多
い
理
由
を
考
え
る
。

Ⅰ
★
自
然
災
害
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
(
15
2
～
1
5
5
)

居
住
地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
挙
げ
、
必
要
な
防
災
対
策
を
考
え
る
。

Ⅰ
九
州
地
方
の
生
活
の
舞
台
(1
8
0～
1
81
)

地
形
と
気
候
の
特
色
を
、
災
害
を
引
き
起
こ
す
視
点
に
も
触
れ
な
が
ら
説
明
す
る
。

Ⅰ
多
様
な
環
境
問
題
と
環
境
保
全
の
取
り
組
み
(
18
4
～
1
85
)
九
州
地
方
で
砂
防
ダ
ム
の
建
設
や
土
壌
流
出
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
理
由
を
説
明
す
る
。
Ⅰ

近
畿
地
方
の
生
活
の
舞
台
(2
0
4～
2
05
)

高
潮
や
洪
水
の
被
害
へ
の
備
え
や
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
東
北
地
方
の
生
活
の
舞
台
(2
4
0～
2
41
)

三
陸
沖
で
発
生
し
た
主
な
地
震
に
ふ
れ
な
が
ら
地
形
の
特
色
を
捉
え
る
。

Ⅰ
過
去
か
ら
の
継
承
と
未
来
に
向
け
た
社
会
づ
く
り
(
24
8)
過
去
の
被
災
経
験
を
記
録
に
残
し
、
記
憶
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
か
説
明
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

自
然
の
制
約
に
適
応
す
る
人々
の
工
夫
(2
5
6)

火
山
噴
火
に
備
え
た
効
果
的
な
取
組
の
様
子
を
捉
え
る
。

Ⅰ
身
近
な
地
域
の
調
査
(2
6
4
～
2
8
1
)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能
〔
指
導
例
⑰
〕

Ⅰ
Ⅲ

日
本
文
教
２
世
界
と
日
本
の
地
震
・
火
山
災
害
(
14
0～
1
4
1
)

日
本
で
地
震
や
火
山
被
害
が
多
く
発
生
す
る
理
由
を
考
え
る
。

Ⅰ
世
界
と
日
本
の
気
象
災
害
(1
4
2～
1
43
)

気
象
災
害
に
つ
い
て
被
害
の
特
徴
と
発
生
し
や
す
い
地
域
を
ま
と
め
る
。

Ⅰ
★
災
害
に
そ
な
え
る
た
め
に
(1
4
4～
1
45
)

減
災
に
つ
な
が
る
防
災
対
策
の
活
用
法
を
考
え
る
。

Ⅰ
★
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
め
ざ
し
て
－
阪
神
淡
路
大
震

災
の
経
験
を
生
か
し
て
－
(1
4
6～
1
47
)

震
災
の
あ
ら
ま
し
と
被
災
地
の
現
状
を
概
観
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
せ
ま
り
く
る
巨
大
地
震
(1
4
8～
1
49
)

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
取
組
を
概
観
す
る
。

Ⅰ
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
(1
56
～

15
7)

福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
影
響
や
日
本
が
直
面
す
る
電
力
問
題
を
概
観
す
る
。

Ⅰ

九
州
地
方
の
自
然
環
境
(1
7
0～
1
71
)

風
水
害
の
多
い
気
候
の
特
色
や
対
策
の
実
際
を
捉
え
る
。

Ⅰ
交
通
網
の
発
達
に
よ
る
人
の
動
き
の
変
化
(1
91
)

巨
大
地
震
に
備
え
る
過
疎
地
域
の
課
題
を
捉
え
る
。

Ⅰ
近
畿
地
方
の
自
然
環
境
(1
9
4～
1
95
)

台
風
に
よ
る
風
水
害
を
受
け
や
す
い
地
理
的
特
徴
を
捉
え
る
。

Ⅰ
中
部
地
方
の
自
然
環
境
(2
0
6～
2
07
)

洪
水
被
害
を
受
け
や
す
い
地
域
の
伝
統
的
な
対
策
を
捉
え
る
。

Ⅰ
東
京
大
都
市
圏
の
人々
の
結
び
つ
き
(
22
5)

水
害
被
害
を
受
け
て
き
た
地
域
の
治
水
工
事
の
成
果
と
課
題
を
捉
え
る
。

Ⅰ
東
北
地
方
の
自
然
環
境
(2
3
0～
2
31
)

過
去
の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
の
必
要
性
を
捉
え
る
。

Ⅰ
東
北
地
方
の
人
口
、
産
業
と
震
災
の
影
響
(2
32
～
2
33
)
震
災
か
ら
の
復
興
に
貢
献
し
て
い
る
祭
り
の
存
在
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ
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【
社
会
（
歴
史
）
】

【
社
会
（
公
民
）
】

【
社
会
（
地
図
）
】

【
数
学
】

生
活
･
文
化
か
ら
み
た
東
北
地
方
の
農
業
･工
業
(
23
7
)

震
災
に
よ
る
世
界
経
済
や
他
地
域
へ
の
影
響
を
捉
え
る
。

Ⅰ
自
然
環
境
を
生
か
し
た
人々
の
生
活
(
24
7)

雪
害
や
利
雪
・
落
雪
と
い
う
観
点
か
ら
雪
と
共
に
生
き
る
人々
の
生
活
を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

火
山
と
地
域
と
の
共
生
(2
5
2)

防
災
と
併
せ
て
自
然
が
地
域
に
も
た
ら
す
恵
み
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)
内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
１
歴
史
学
習
の
初
め
に
(
1)

過
去
の
被
災
経
験
や
教
訓
が
言
い
伝
え
や
石
碑
な
ど
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
Ⅰ

２
歴
史
に
ア
ク
セ
ス
「
関
東
大
震
災
」
(
21
1)

関
東
大
震
災
の
概
要
を
捉
え
る
。

Ⅰ
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
(
26
2
～
2
63
)

防
災
対
策
を
含
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

町
の
歴
史
か
ら
将
来
を
考
え
る
(
26
4
～
2
6
7)

福
島
県
い
わ
き
市
の
事
例
を
参
考
に
、
身
近
な
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

歴
史
の
中
の
大
震
災
(
27
0～
2
71
)

日
本
が
多
く
の
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
を
も
つ
こ
と
を
理
解
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

日
本
文
教
１
先
人
に
学
ぶ
「
信
玄
堤
」
(9
1
)

今
に
伝
わ
る
戦
国
時
代
の
治
水
事
業
の
様
子
を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

２
都
市
化
の
進
展
と
大
衆
文
化
(
21
8
～
2
19
)

関
東
大
震
災
の
様
子
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
先
進
国
日
本
の
課
題
(
26
9)

阪
神
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
★
災
害
の
歴
史
に
学
び
、
私
た
ち
の
未
来
に
活
か
す
(2
74
～
27
5
)
災
害
の
備
え
を
過
去
か
ら
考
え
る
と
と
も
に
震
災
の
教
訓
を
今
後
に
伝
え
る
こ
と
の
意
義

を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
３
現
代
社
会
と
私
た
ち
の
生
活
・
導
入
(5
)

災
害
に
強
い
社
会
を
創
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
(
14
～
15
)

東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
を
考
え
る
。
Ⅰ

伝
統
文
化
の
継
承
と
私
た
ち
(
23
)

復
興
へ
の
願
い
を
地
域
芸
能
に
託
す
様
子
を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
防
災
(1
1
2～
1
13
)

震
災
か
ら
復
興
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
取
組
を
進
め
る
地
方
公
共
団
体

の
状
況
を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

日
本
文
教
３
持
続
可
能
な
社
会
(1
0
～
11
)

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
自
然
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
共
生
で
き
る
の
か

を
考
え
る
。

Ⅰ

受
け
つ
ぎ
、
創
造
す
る
日
本
の
文
化
(1
8
～
1
9
)

東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
み
ら
れ
た
日
本
人
の
国
民
性
に
ふ
れ
る
。

Ⅰ
Ⅲ

地
方
公
共
団
体
の
仕
事
と
し
く
み
(8
8
～
89
)

市
民
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
た
条
例
の
制
定
例
を
捉
え
る
。

Ⅰ
★
大
災
害
に
強
い
く
ら
し
を
き
づ
く
(1
04
～
1
05
)

災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
未
来
の
地
球
を
と
も
に
考
え
る
(2
0
0～
2
01
)

日
本
の
国
際
的
な
防
災
協
力
の
在
り
方
を
捉
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
私
た
ち
の
課
題
「
災
害
に
そ
な
え
る
に
は
」
(
21
1)

防
災
を
テ
ー
マ
に
実
施
可
能

Ⅰ
Ⅲ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
帝
国
書
院
２
近
畿
地
方
(
93
)

神
戸
市
付
近
の
様
子
、
災
害
に
備
え
た
学
校

Ⅰ
中
部
地
方
(
11
2)

洪
水
へ
の
備
え
、
濃
尾
平
野
の
輪
中
地
帯

Ⅰ
★
東
北
地
方
(
12
8)

震
災
か
ら
の
復
興
の
様
子
、
岩
手
県
宮
古
市

Ⅰ
★
日
本
の
災
害
と
防
災
(1
4
3～
1
44
)

地
震
と
火
山
の
分
布
、
気
象
に
よ
る
災
害
、
地
形
図
と
防
災
マ
ッ
プ
等

Ⅰ
東
京
書
籍
２
九
州
地
方
(
82
)

台
風
や
土
砂
災
害
の
被
害
を
受
け
や
す
い
地
域

Ⅰ
★
東
北
地
方
(
11
8)

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

Ⅰ
★
日
本
の
自
然
環
境
(1
3
5～
1
36
)

火
山
と
地
震
の
分
布
、
主
な
気
象
災
害
、
東
日
本
大
震
災
の
地
震
と
津
波

Ⅰ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
啓
林
館
１
正
の
数
・
負
の
数
（
1
3
）

弥
富
駅
の
標
高
か
ら
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
琵
琶
湖
の
水
位
（
5
3）

琵
琶
湖
の
水
位
変
化
か
ら
大
雨
の
危
険
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
比
例
の
グ
ラ
フ
（
1
1
6
～
1
1
9
）

震
源
か
ら
の
距
離
と
P
波
、
S
波
の
到
達
時
刻
や
そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
指
導
例
⑱
⑲
〕

Ⅰ
Ⅱ

★
緊
急
地
震
速
報
（
M
a
t
h
N
a
v
iブ
ッ
ク
2
0
～
2
1
）

★
資
料
か
ら
防
災
を
考
え
る
（
M
at
h
N
a
vi
ブ
ッ
ク
3
2
～
3
3）
徒
歩
で
の
避
難
と
車
で
の
避
難
の
資
料
か
ら
、
そ
の
読
み
取
る
視
点
を
学
ぶ
。

Ⅰ
２
★
雷
さ
ま
は
ど
こ
？
（
6
0
）

雷
と
音
速
と
の
関
係
か
ら
、
落
雷
か
ら
逃
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
る
。

Ⅰ
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【
理
科
】

降
水
確
率
60
%
な
ら
、
傘
が
必
要
？
(
16
6)

気
象
情
報
の
読
み
取
り
方
と
危
険
回
避
行
動
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
Ⅱ

３
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
(1
1
3
)

放
物
線
の
特
長
を
生
か
し
た
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
が
災
害
時
に
役
に
立
つ
こ
と
を
知
る
。
Ⅰ
Ⅱ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
大
日
本
図
書
１
★
火
山
(2
04
～
2
21
)

火
山
が
噴
火
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅰ
Ⅱ

★
地
震
(2
22
～
2
37
)

地
震
が
発
生
し
た
と
き
ど
ん
な
影
響
が
で
る
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

★
大
地
の
変
動
(
25
2
～
2
5
9
)

火
山
と
地
震
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
多
い
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

Ⅰ
★
震
源
は
ど
こ
か
(
26
0～
2
61
)

ど
の
よ
う
に
し
て
地
震
が
発
生
し
た
場
所
を
つ
き
と
め
る
か
考
え
よ
う
。

Ⅰ
２
完
全
燃
焼
と
不
完
全
燃
焼
(
49
)

一
酸
化
炭
素
の
濃
度
と
そ
の
影
響

Ⅰ
Ⅱ

★
気
象
観
測
(
23
4～
2
4
3)

気
象
情
報
は
ど
ん
な
と
き
に
役
立
っ
て
い
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。

Ⅰ
★
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化
(
25
8～
2
6
7)

高
気
圧
・
低
気
圧
付
近
の
風
の
ふ
き
方
や
天
気
の
特
徴
を
調
べ
る
。

Ⅰ
★
日
本
の
気
象
(
26
8
～
2
8
1
)

日
本
の
気
象
と
日
本
周
辺
の
気
団
と
の
関
係
は
。

Ⅰ
★
雨
が
激
し
く
な
る
の
は
い
つ
か
(
28
2～
2
83
)

知
識
を
整
理
す
る
。
情
報
を
も
と
に
予
想
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

３
力
の
は
た
ら
き
(1
0
～
21
)

力
の
つ
り
あ
い
、
合
成
、
分
解

Ⅰ
化
学
変
化
と
電
池
(1
6
2
～
1
7
1
)

電
池
と
イ
オ
ン
、
い
ろ
い
ろ
な
電
池
〔
指
導
例
⑳
〕

Ⅰ
Ⅱ

★
自
然
環
境
が
も
た
ら
す
災
害
(
26
4～
2
6
9)

気
象
が
も
た
ら
す
災
害
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

Ⅰ
Ⅱ

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方
(2
8
1 
～
28
3
)

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅰ
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
課
題
(
28
4～
2
8
6
)

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方
は
。

Ⅰ
放
射
線
(
28
7
～
2
9
0)

放
射
線
の
性
質
と
は
。

Ⅰ
教
育
出
版
１
火
山
活
動
と
火
成
岩
(1
9
2
～
2
05
)

火
山
の
噴
火
、
マ
グ
マ
の
ち
が
い
と
火
山

Ⅰ
Ⅱ

★
地
震
と
大
地
の
変
化
(2
0
6～
2
23
)

地
震
の
発
生
、
地
震
の
揺
れ
と
伝
わ
り
方

Ⅰ
Ⅲ

２
天
気
の
変
化
(
21
4
～
2
27
)

前
線
の
種
類
と
天
気
の
変
化

Ⅰ
★
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象
(
22
8～
2
4
1)

日
本
の
四
季
の
天
気

Ⅰ
３
電
池
と
イ
オ
ン
(1
6
～
23
)

化
学
変
化
と
電
池

Ⅰ
力
の
法
則
(
48
～
58
)

力
の
つ
り
あ
い
、
合
成
、
分
解

Ⅰ
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
そ
の
利
用
(1
1
1～
1
13
)

原
子
力
発
電
、
放
射
線
の
性
質
と
そ
の
利
用

Ⅰ
★
自
然
の
恵
み
と
災
害
(2
3
0 
～
23
9
)

地
震
、
火
山
、
気
象

Ⅰ
Ⅲ

東
京
書
籍
１
火
山
の
姿
(
20
3～
2
0
6)

マ
グ
マ
、
噴
火
、
火
山

Ⅰ
Ⅱ

★
火
山
活
動
に
よ
る
災
害
(
21
6
～
2
1
7)

火
砕
流
、
火
山
灰
、
噴
石

Ⅰ
★
地
震
の
ゆ
れ
の
伝
わ
り
方
(
21
9～
2
2
1
)

震
源
、
震
央
、
初
期
微
動
、
主
要
動

Ⅰ
Ⅲ

★
地
震
が
起
こ
る
し
く
み
(
22
4
～
2
2
6)

プ
レ
ー
ト
と
断
層

Ⅰ
★
地
震
と
災
害
(
22
7
～
2
2
9
)

地
震
に
よ
っ
て
起
こ
る
現
象
に
つ
い
て

Ⅰ
Ⅲ

★
地
層
が
か
か
わ
る
災
害
(
24
8
～
2
5
1)

土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
地
震
の
こ
ん
跡
を
さ
ぐ
る
。

Ⅰ
２
★
気
圧
と
風
(
17
1～
1
7
3)

気
圧
と
風
向
、
風
力
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

Ⅰ
Ⅱ

★
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化
(
18
1～
1
8
3)

気
団
と
気
象
要
素
の
変
化

Ⅰ
日
本
の
天
気
の
特
徴
(1
8
6
～
1
91
)

日
本
の
四
季
に
特
徴
的
な
天
気

Ⅰ
天
気
の
変
化
を
予
想
し
よ
う
(
19
6～
1
99
)

翌
日
の
天
気
を
予
想
す
る
。

Ⅰ
★
気
象
災
害
へ
の
備
え
(2
0
0～
2
05
)

気
象
現
象
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅰ
Ⅱ

３
化
学
変
化
と
電
池
(2
7
～
38
)

電
解
質
の
水
溶
液
の
中
の
金
属
板
と
電
流

Ⅰ
力
の
規
則
性
(
12
7
～
1
36
)

力
の
つ
り
あ
い
、
合
成
と
分
解

Ⅰ
★
大
地
の
変
動
に
よ
る
恵
み
と
災
害
(2
53
～
2
56
)

大
地
の
変
動
と
私
た
ち
の
生
活

Ⅰ
★
気
象
現
象
に
よ
る
恵
み
と
災
害
(
25
7～
2
59
)

台
風
や
大
雨
と
私
た
ち
の
生
活

Ⅰ
Ⅲ

★
自
然
の
恵
み
と
災
害
の
調
査
(
26
0～
2
6
3)

自
分
た
ち
の
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
か
。

Ⅰ
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
利
用
(
27
4～
2
7
9
)

発
電
の
方
法

Ⅰ
放
射
線
の
性
質
と
利
用
(
28
0
～
2
8
3)

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響

Ⅰ
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【
音
楽
（
一
般
）
】

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
教
育
出
版
１
夢
の
翼
(
8～
9
)

未
来
に
向
か
っ
て
み
ん
な
と
飛
び
立
つ
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
夏
の
思
い
出
(
16
～
19
)

自
然
の
美
し
さ
、
季
節
を
感
じ
る
。
歌
詞
の
意
味
を
知
り
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
。

Ⅲ
四
月
の
い
の
ち
の
歌
(3
0
～
3
1
)

人
と
人
と
の
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
日
本
の
民
謡
と
芸
能
(4
0
～
4
1
)

地
域
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
郷
土
音
楽
を
調
べ
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。
Ⅰ
Ⅲ

明
日
へ
の
勇
気
(6
6
～
67
)

人
に
対
す
る
や
さ
し
さ
や
、
互
い
に
助
け
合
う
心
の
大
切
さ
を
育
て
る
。

Ⅲ
君
と
歩
こ
う
(
68
～
69
)

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
心
を
こ
め
て
(
74
～
75
)

人
に
対
す
る
や
さ
し
さ
や
、
互
い
に
助
け
合
う
心
の
大
切
さ
を
育
て
る
。

Ⅲ
明
日
を
信
じ
て
(7
6
～
77
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
さ
よ
う
な
ら
(
79
)

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
故
郷
(8
0～
8
1
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

２
生
命
が
羽
ば
た
く
と
き
(
4～
5
)

未
来
に
向
か
っ
て
共
に
羽
ば
た
く
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
語
り
あ
お
う
(
6～
7
)

互
い
に
励
ま
し
合
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
そ
よ
ぐ
風
の
中
で
(1
0
～
11
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
雅
楽
「
絵
天
楽
」
(3
3
)

日
本
の
伝
統
音
楽
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅰ
Ⅲ

歌
舞
伎
「
歓
進
帳
」
(3
4
～
3
5
)

日
本
の
伝
統
音
楽
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅰ
Ⅲ

大
切
な
も
の
(
66
～
67
)

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
３
花
(6
～
9
)

自
然
の
美
し
さ
、
季
節
を
感
じ
る
。
歌
詞
の
意
味
を
知
り
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
。

Ⅲ
旅
立
ち
の
日
に
(2
2
～
23
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
た
し
か
な
一
歩
(6
6
～
67
)

未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
進
ん
で
い
く
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
地
球
の
息
吹
に
つ
つ
ま
れ
て
(
72
～
73
)

自
然
の
美
し
さ
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
故
郷
(8
0～
8
1
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

教
育
芸
術
１

W
e
’l
l 
F
in
d
 T
he
 W
a
y(
4～
5
)

未
来
に
向
け
て
歩
き
は
じ
め
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
飛
び
出
そ
う
未
来
へ
(2
2
～
2
3
)

未
来
に
向
け
て
飛
び
出
す
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
箏
曲
・
尺
八
曲
・
日
本
の
民
謡
(4
0
～
45
)

日
本
の
伝
統
音
楽
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅰ
Ⅲ

ふ
る
さ
と
(
56
～
57
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅲ
い
つ
か
(
59
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
夢
を
追
い
か
け
て
(6
6
～
67
)

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
未
来
に
進
ん
で
い
く
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
あ
す
と
い
う
日
が
(7
0
～
71
)

未
来
に
向
け
て
歩
き
は
じ
め
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
２
夢
の
世
界
を
(
4～
5
)

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
未
来
に
向
け
て
歩
き
は
じ
め
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
夏
の
思
い
出
(
12
～
13
)

自
然
の
美
し
さ
、
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
夏
の
日
の
贈
り
も
の
(1
4
～
1
6
)

自
然
の
美
し
さ
、
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
歌
舞
伎
・
文
楽
・
郷
土
の
芸
能
(4
2
～
51
)

日
本
の
伝
統
音
楽
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅰ
Ⅲ

夏
は
来
ぬ
(
56
～
57
)

自
然
の
美
し
さ
、
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
ふ
る
さ
と
(
58
～
59
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

今
こ
の
時
(
60
～
61
)

未
来
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
さ
く
ら
草
(
62
～
63
)

未
来
に
向
け
て
飛
び
立
つ
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
今
日
は
君
の
B
ir
th
da
y(
68
～
69
)

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
大
切
な
も
の
(
70
～
71
)

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
３
花
(4
～
7
)

自
然
の
美
し
さ
、
季
節
を
感
じ
る
。
歌
詞
の
意
味
を
知
り
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
。

Ⅲ
き
み
と
と
も
に
(2
0
～
21
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
雅
楽
、
能
(
36
～
43
)

日
本
の
伝
統
音
楽
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅰ
Ⅲ

ふ
る
さ
と
(
54
～
55
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

い
つ
ま
で
も
(
58
～
60
)

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
と
も
に
暮
ら
し
た
人々
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
味
わ
う
。

Ⅲ
旅
立
ち
の
日
に
(6
4
～
65
)

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
生
き
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

Ⅲ
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【
美
術
】

【
保
健
体
育
】

【
技
術
分
野
】

【
家
庭
分
野
】

【
英
語
】

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
日
本
文
教
２
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
(
38
)

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

Ⅰ
Ⅱ

光
村
図
書
１
絵
や
彫
刻
な
ど
(2
2
～
28
)

風
神
、
雷
神
像
の
印
象
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

Ⅰ
Ⅲ

２
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
(
54
)

図
記
号
や
マ
ー
ク
な
ど
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

Ⅰ
Ⅱ

出
版
社

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
大
日
本
図
書
安
全
な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
行
い
方
(2
5
)

野
外
活
動
に
潜
む
危
険
性
を
踏
ま
え
、
安
全
な
実
施
方
法
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

傷
害
の
発
生
要
因
と
防
止
(
86
～
87
)

人
的
要
因
及
び
環
境
要
因
の
両
面
か
ら
安
全
対
策
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

★
自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
防
止
(9
4
～
9
9
)

自
然
災
害
へ
の
備
え
や
身
を
守
る
安
全
行
動
等
に
つ
い
て
考
え
る
。
〔
指
導
例
㉑
〕

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

応
急
手
当
の
基
本
(1
0
0～
1
0
1
)

適
切
な
救
命
救
急
措
置
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

心
肺
蘇
生
(
10
2
～
1
0
3)

正
し
い
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

出
血
が
あ
る
と
き
の
応
急
手
当
(1
0
4～
1
05
)

止
血
法
や
包
帯
の
巻
き
方
等
を
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

外
傷
の
応
急
手
当
(1
0
6～
1
0
7
)

日
常
生
活
で
起
こ
る
け
が
の
対
処
法
を
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

出
版
社

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
製
作
品
を
丈
夫
に
す
る
方
法
を
知
ろ
う
（
3
6
～
3
7
）

製
作
品
を
丈
夫
に
す
る
方
法
を
学
び
建
物
の
耐
震
に
つ
い
て
考
え
る
。〔
指
導
例
㉒
〕

Ⅰ
Ⅱ

材
料
と
加
工
に
関
す
る
技
術
と
社
会
と
の
関
わ
り
（
8
7
）

安
全
を
重
視
し
た
技
術
や
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
★
防
災
ラ
イ
ト
（
1
3
0
～
1
31
）

防
災
ラ
イ
ト
を
製
作
し
よ
う
。

Ⅱ
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
と
社
会
と
の
関
わ
り
（
1
43
）

安
定
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
技
術
開
発
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

★
防
災
手
帳
（
巻
末
）

技
術
・
家
庭
科
の
視
点
か
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
開
隆
堂
構
造
の
工
夫
（
3
6）

製
作
品
を
丈
夫
に
す
る
工
夫
か
ら
建
物
の
耐
震
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

★
災
害
時
に
活
躍
す
る
情
報
に
関
す
る
技
術
（
2
43
）

東
日
本
大
震
災
の
事
例
か
ら
、
情
報
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

出
版
社

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
食
品
の
保
存
と
食
中
毒
の
防
止
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
4
8
～
4
9
）

レ
ト
ル
ト
食
品
の
ほ
か
、
様々
な
食
品
が
非
常
食
に
な
り
う
る
こ
と
を
学
ぶ
。
〔
指
導
例
㉓
〕
Ⅰ
Ⅱ

日
本
各
地
の
住
ま
い
の
例
（
1
33
）

台
風
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
沖
縄
県
の
住
居
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
★
火
災
対
策
（
1
37
）

火
災
対
策
と
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
義
務
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅱ
★
災
害
に
備
え
た
住
ま
い
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
1
38
～
1
4
1）

防
災
対
策
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
様々
な
視
点
で
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

よ
り
よ
い
住
生
活
を
目
指
し
て
（
1
46
）

地
域
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅱ
Ⅲ

★
防
災
リ
ュ
ッ
ク
（
1
67
）

防
災
リ
ュ
ッ
ク
を
製
作
す
る
。

Ⅱ
家
庭
生
活
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
考
え
よ
う
（
1
8
0
～
1
8
1）

地
域
に
お
け
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

★
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
（
2
59
）

家
庭
に
お
け
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
み
る
。

Ⅱ
開
隆
堂
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
生
活
と
地
域
（
1
8～
1
9）

地
域
に
お
け
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

幼
児
の
心
身
の
発
達
と
家
族
の
役
割
（
2
8）

避
難
時
に
幼
児
が
い
る
家
族
に
必
要
な
も
の
を
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

ふ
れ
合
い
体
験
の
前
に
（
4
3）

災
害
時
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
触
れ
る
。

Ⅱ
Ⅲ

こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
と
家
族
と
の
関
係
（
5
3）

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
手
記
を
読
ん
で
考
え
る
。

Ⅲ
★
災
害
に
あ
っ
た
時
の
食
事
は
？
（
1
40
）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
の
食
事
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
★
災
害
へ
の
備
え
、
災
害
時
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
（
1
58
～
1
6
1）

防
災
に
つ
い
て
様々
な
視
点
か
ら
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

★
防
災
リ
ュ
ッ
ク
（
2
03
）

防
災
リ
ュ
ッ
ク
を
製
作
す
る
。

Ⅱ
★
安
全
と
防
災
（
2
6
8～
2
70
）

家
庭
、
地
域
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ

出
版
社
学
年

単
元
名
(

)
内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
東
京
書
籍
２

U
n
iv
er
sa
l D
es
ig
n
(6
8
～
77
)

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ

C
o
ok
in
g
 w
it
h
 t
he
 s
un
(1
18
～
1
2
1)

太
陽
光
調
理
器
の
利
点
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
３
★
T
o
 O
u
r 
F
u
tu
re
 G
e
n
e
ra
tio
n
s
(5
8
～
6
6
)

災
害
へ
の
備
え
と
未
来
に
伝
え
る
大
切
さ
を
学
ぶ
。〔
指
導
例
㉔
〕

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
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